	テーマ
	サイコセラピーの実践　 － 現代的解釈 －

	お勧め文
	近年は心の病いがふえていると言われる。病いとまでは言わなくても、日々の生活がうまくゆかず、様々なわだかまりがあり、自分を十分に生かせないまま、不安や恐れをもちつつ日々を送っていると感じている人がふえているようである。子どもたちも時代の変化に対応しつつ、必ずしも楽しく生きることができなくなっているようである。かくして生きること、自分が存在することについて確信をもてないままのひとが増えているのであろう。そこで、心理療法やカウンセリングが話題になることが増えているのであろう。

本講座ではまず、精神療法について総括するところから始めて心身症を中心とした問題、それから現代の精神療法のあり方に大きな影響を与えた何人かの先達たちの功績について、各講師御自身の体験やら独自の見解をも含めてふれていただく。聴講者にとっても講座が身近かなものとして経験し、納得できるようなものになることを目指したい。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　  小倉　清　【クリニックおぐら院長】

	開催曜日・
定員・受講料・場所・時間
	木曜日／定員４５名
／受講料１０，０００円／財団８階講義室／18：30～20：00

	開催日
内容

講師（敬称略）

主な著書

など
	第１回　２０１２年　２月　９日　精神療法総論
　小倉　　清：クリニックおぐら院長

　　主な著著

　　 「子供の精神療法」（編）岩崎学術出版社

　 　「初回面接」（共著）星和書店

　　 「子どものこころ」慶應義塾大学出版会

第２回　２０１２年　２月１６日　精神療法におけるこころとからだ
　高野　　晶：東京国際大学大学院教授／心の杜・新宿クリニック
　　主な著著

     「阿闍世コンプレックス」（共著）創元社

     「治療者のための女性のうつ病ガイドブック」（共著）金剛出版
「ナルシシズムの精神分析」（共著）岩崎学術出版社

第３回　２０１２年　２月２３日　ウイニコットの現代的意味
　牛島　定信：三田精神療法研究所所長
　　主な著著

     「境界性パーソナリティー障害日本版治療ガイドライン」金剛出版

「人格の病理と精神療法」金剛出版

     「心の健康を求めて」慶応義塾大学出版会

第４回　２０１２年　３月　１日　ビオン－重篤な状態の理解をめぐって－
　福本　　修：恵泉女学園大学教授
　　主な著著

     「精神分析の方法Ⅰ・Ⅱ」（ビオン著、共訳）法政大学出版局
     「精神医学の名著５０」（共編）平凡社
     「新世紀の精神科治療第２巻：気分障害の診療学―初診から治療終了まで」
（共著）中山書店
第５回　２０１２年　３月　８日　クライン－子どもの臨床－

　渡辺　久子：慶應義塾大学専任講師（医学部小児科学）

　　主な著著

     「心育ての子育て」白石書房
     「抱きしめてあげて」太陽出版
     「母子臨床と世代間伝達」金剛出版
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